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九
月
十
九
日
、
戦
争
法
の
採
決
が
強
行
さ
れ
ま
し
た
。

七
割
に
の
ぼ
る
国
民
が
「
今
国
会
で
の
成
立
に
反
対
」
、

八
割
以
上
の
国
民
が
「
国
民
へ
の
説
明
が
不
十
分
」
と

す
る
な
か
、
国
民
の
声
を
踏
み
に
じ
り
、
憲
法
に
違
反

す
る
戦
争
法
を
ご
り
押
し
し
た
こ
と
は
到
底
、
許
さ
れ

ま
せ
ん
。 

杉並区議会でも超党派の議員有志１７名により、戦争

法廃止に向けた連日の宣伝行動が行なわれました。杉並

区議会史上初めての取り組みです。立場の違いを超えた

共同が地方議会からも発展しています。 

十
九
日
付
け
の
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
よ
り 

国
会
前
に
は
連
日
、
大
勢
の
国
民
が
駆
け
付
け
た
。

戦
争
法
が
強
行
採
決
さ
れ
た
同
日
午
後
、
日
本
共
産

党
の
志
位
和
夫
委
員
長
は
「
戦
争
法
廃
止
の
国
民
連
合

政
府
」
の
実
現
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

〝
安
倍
政
権
が
強
行
し
た
戦
争
法
を
廃
止
す
る
〟
一

致
点
で
、
連
合
政
府
を
つ
く
る
こ
と
を
国
民
に
訴
え
、

国
政
選
挙
で
は
野
党
間
で
の
選
挙
協
力
を
呼
び
か
け
た

も
の
で
す
。 

こ
の
呼
び
か
け
は
、
党
の
歴
史
上
、
初
の
取
り
組
み

で
あ
り
、
戦
争
法
の
廃
止
を
求
め
る
国
民
運
動
の
高
ま

り
が
、
野
党
間
の
共
同
を
後
押
し
、
連
合
政
府
実
現
の

条
件
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

 

戦

争

法

廃

止

と

安

倍

政

権

退

陣

に

向

け

た

新

た

な

た

た

か

い

が

始

ま

り

ま
す
。
私
も

全

力

を

尽

く
し
ま
す
。

地
方
議
会
か
ら
も
運
動
を
広
げ
ま
す
。 

日
本
共
産
党
の
「
呼
び
か
け
」
は
、
戦
争
法
は
〝
憲

法
９
条
を
じ
ゅ
う
り
ん
し
、
自
衛
隊
の
海
外
で
の
武
力

行
使
に
道
を
開
く
も
の
〟
と
指
摘
。 

〝
違
憲
立
法
で
あ
り
、
戦
争
法
を
存
続
さ
せ
る
限
り
、

立
憲
主
義
・
民
主
主
義
・
法
の
支
配
と
い
う
国
の
存
立

の
土
台
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
も
の
〟
〝
国
民
主
権
と

い
う
日
本
国
憲
法
が
立
脚
す
る
民
主
主
義
の
根
幹
を
破

壊
す
る
〟
と
し
て
「
憲
法
違
反
の
戦
争
法
を
廃
止
し
、

日
本
の
政
治
に
立
憲
主
義
と
民
主
主
義
を
と
り
も
ど

す
、
新
た
な
た
た
か
い
を
お
こ
そ
う
」
と
訴
え
て
い
ま

す
。
（
裏
面
に
続
く
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国民の個人情報を一括管理する「マイナンバー法」が制定さ

れました。個人情報の漏えいのリスクや国家権力による個人情

報管理などにも繋がることが懸念されており、重大な問題です。

マイナンバー法では、個人番号の利用等に関し、福祉、保健、

医療その他の社会保障、地方税、又は防災事務、その他これら

に類する事務について、条例で定めるものについては、個人番

号の独自利用や執行機関の間での個人番号を含む個人情報（特

定個人情報）のやりとりなどができるようになります。 

杉並区では、個人番号の独自利用等について規定する条例を

制定するにあたり、意見募集を開始しています。 

ぜひ、ご意見をお寄せください。 

 
 

鳴りやまないコール！ 
 

強行採決当日の夜は「夜通し国会前」

を妻と決意しました。国会近所のパーキ

ングに車を止め、妻と私が交代で参加し

ました。子どもたちは車内でスヤスヤ。 
深夜の強行採決により、終電で帰られ

た方々もいましたが、朝まで残る方も大

勢いました。 
強行採決の一報を聞いた時は、怒りと

悔しさが込み上げてきましたが、コール

は全く鳴り止まず、諦める気にもなりま

せんでした。 
速やかに安倍政権を退陣させ、政権を 
 

「
よ
び
か
け
」
は
、
戦
争
法
を
「
国
会
で
廃
止
の
議
決
を
行
う
」
こ
と

と
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
『
閣
議
決
定
』
を
撤
回
す
る
」
課
題
を

実
行
す
る
政
府
を
つ
く
る
た
め
に
〝
戦
争
法
廃
止
、
立
憲
主
義
を
取
り
戻

す
〟
と
い
う
一
点
で
一
致
す
る
全
て
の
政
党
・
団
体
・
個
人
が
共
同
し
よ

う
と
訴
え
て
い
ま
す
。 

こ
の
連
合
政
府
は
一
点
で
の
合
意
を
基
礎
に
し
た
政
府
と
し
て
、
暫
定

的
な
も
の
で
あ
り
、
戦
争
法
を
廃
止
し
た
あ
と
の
日
本
の
進
路
に
つ
い
て

は
、
改
め
て
解
散
・
総
選
挙
を
行
い
、
国
民
の
審
判
を
踏
ま
え
て
選
択
す

る
も
の
で
す
。 

野
党
間
の
政
策
的
な
違
い
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
を
「
互
い
に
留
保
・

凍
結
し
て
、
大
同
団
結
し
よ
う
」
と
提
案
し
て
い
ま
す
。
〝
合
意
形
成
〟

の
実
現
可
能
性
は
高
い
状
況
で
す
が
、
野
党
間
の
共
同
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
国
民
の
世
論
と
運
動
の
後
押
し
も
重
要
と
な
り
ま
す
。 

「
よ
び
か
け
」
は
、「
来
る
べ
き
衆
議
院
選
挙
と
参
議
院
選
挙
で
、
戦
争

法
廃
止
を
か
か
げ
る
勢
力
が
多
数
を
占
め
、
連
合
政
府
を
実
現
す
る
た
め

に
は
野
党
間
の
選
挙
協
力
が
不
可
欠
」
と
強
調
し
、「
日
本
共
産
党
は
『
戦

争
法
廃
止
の
国
民
連
合
政
府
』
を
つ
く
る
と
い
う
〝
国
民
的
な
大
義
〟
で

一
致
す
る
全
て
の
野
党
が
、
国
政
選
挙
で
選
挙
協
力
を
行
う
こ
と
」
を
提

案
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
誠
実
に
力
を
尽
く
す
と
表
明
し
て
い
ま
す
。 

「
よ
び
か
け
」
の
結
び
で
は
、「
戦
争
法
廃
止
を
実
現
す
る
た
め
に
、
思

想
・
信
条
の
違
い
、
政
治
的
立
場
の
違
い
を
乗
り
越
え
て
力
を
合
わ
せ
、

安
倍
自
公
政
権
を
退
場
さ
せ
、
立
憲
主
義
・
民
主
主
義
・
平
和
主
義
を
貫

く
新
し
い
政
治
を
つ
く
ろ
う
」
と
し
て
い
ま
す
。 

国
民
の
共
同
を
広
げ
、
戦
争
法
廃
止
、
安
倍
政
権
打
倒
に
向
け
て
力
を

尽
く
し
ま
す
。 

【意見の提出期間】 

9 月 15 日（火曜）から 10 月 14 日（水曜）まで 
 

【意見の提出方法】 

以下のいずれかの方法で情報政策課情報公開係へお送りいた

だくか、区ホームページ「電子掲示板」をご利用ください。 

・郵便：〒166-8570、阿佐谷南 1 丁目 15 番 1 号 情報政策課

情報公開係 

・FAX：03-3312-9912 

・E メール：JOSEI-K@city.suginami.lg.jp 

交代しましょ

う！そして、

戦争法を廃止

し立憲主義と

民主主義を取

り戻しましょ

う！ 
戦いはここ

からです！！ 

採
決
後
も
コ
ー
ル
が
鳴
り
響
い
た
。 


